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オ オ ム ギ の う ど ん こ 病 に 対 す る

抵 抗 性 の 量 的 評 価

野 田 千 代 一 ･ Ll 滞 運 治*

捕物の病各駅批性を研究するとき,最も大切rEことは,抵抗性の程度を_TTI確に川定でき

る拡準が確立されていることである.今までに祇抗性q_)程度を判定する方法として,IjWL｣

ら (1949)のうどんこ痛に対する感染型,高橋 (1951)のいもち病の細胞内地糸の伸長度

による判定,Stakmaneial.(1962)のサビ柄のtLiG染型などの棚合がある.しかし,これら

の表わす数値は抵抗性の強弱を便宜的にホす符J,,iのようなもので,順位だけを表わし,敬

学的処掛こよる細かい比較を行うことは不可能である.最近では,1m場抵抗性品種の育種

が止要/i:rtH越となってきており,そのため少しでも抵抗性0)強いものを過抜するための目

安として,鬼的評価方法の確立が急がれている.Masri&Ellingboe(1966),McCoy&

Euingboe(1966)はム;i--tのうどんこ病では,2次歯糸の伸長が親1Jl的宿主一等生者閲係の

戊立をホす指怯rJLとして利用できると報1rl-LL,Slensinski& Ellingboe(1970)も伸長 2次

L'&糸形成率でうどんこ病菌の進展に対する阻1gの程度を達見的に表わすことができること

を示した.Jones(1978)は-'/バクのうどんこ病に対するLm場抵抗性品種を選び出す方

法として分生胞子の形成丑をdLtu足し,抵抗性の火なる4品種のうち∴馬鹿抵抗性品種では

他の3品柾より分生鞄 fの形JR並がP)jちかに少なかったことを報告している.また残 りの

3品椀でも,抵抗性の強さと胞+形成畳のJJR他とが一致しIFL:としている.ところで,分/i

胞子形成丑は接種肺の濃度により大きく膨響されるので,接種源を均一にすれ f,分ノLJ胞

~HTf成巌の測定は抵抗性,i,五t的に表わす手段とLて利用できると考えられる.

Hlura(1960)はオオムギ品種で raCelに対 して抵抗性を示す Kwanと Nigrlnudum

およびA222とロシア12号における抵抗性の相加的効果を明らかにした.Kwanの抵抗性

迎伝子 JMlkおよび Nigrinudum の JMlnnは.両IVT柾を椎病性品種と交雑した FJに

おいて,それらの脳広子が-テ叫こなると両-)jとも racelに対して択抗性が伍下し,か

なり儒病するようになる.ところが,KwanxNigrinudum の F,は両抵b'L性遺伝子とも

-テロであるにもかかわらず, 両親よりも更に強い抵抗性を示した.これは抵抗性泊広子

の柑[-I二作用による相加的効果によるものと思わ,lLた.しかし,従来の判定法では抵抗性の

程度を数丑的に表わすことができないので.抵抗性迎広子が-テロになるととhほど抵抗

性が低下するのか,あるいは,2つの退伝 十か摘 うとどメ1ほど抵抗性が蛸1すのかを具体的

に証明することができなかった.また,相加的効果が本当に主働机抗性遺伝I･同土の柏 /i

作用によるものなのか,つまり,徴個遺伝fの影哲はなかったかという奴関が生じてく
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る.本領では,で きるだけ 目的の:L働遺fii･[以外',I)ktZ網を隙 くため,nearisogenicline

を材料に して里D/A一戸擦碗法による分生胞千形成姐の比較を行い,主働脚 L;了の相加′ド用を

敏也的に明らかにすることができたので,その結巣 を記述する.

ii''R験を行うにあたり,御協ノJ下 写ったlN)Ell炎排助fならJに宇野･英幻胞Jl■T:に作劇-Tる,

実験材料および方法

t. 供試オオムギ品種およびオオムギうどんこ病笛

木一月験には オ;]ノ､ヤ(IIordeum vulgal･e)l'"1,ffr!.rlトウ および JJT ∴述 べ る 6つ の

nearisogenicline(IG)/t,用 いた.IG5.IG6,1G7,lGH r,-よひ IG10は,そJLぞ)1既/Ill

の抵抗性退広I-をもつ.17.柿,HESA(JMlhl),Russian12(JMlr,2),Turkey290(JMlt),

Goldfoll(JMlg)および Hanna906(JMlh)を 山 トウに 6Il.I)i;し交脚 Lて 宵成 した IG

である.例えば,IG5は オオムギ晶iqIIl′iトウに HES4を 6l･･LJj:し交雑Lて育戊され/こも

ので,HES4の損抗性池伝 J'JMlhIを持 ったL'け りのことである. また,オオム*-'ちと

んこ病菌 (ErysLPhegramin71sI.sp hordei)は 125,H.,H.4および h..1偶系 を用 い

た .

2. 感染型と分生帽子数の測定

感染型と分生胞 J′形成曲 とor)閥族を.JnrJ-る[=桝 こ,従来 u)tLigljl)坦Ⅰ～4を小㌻フ.,オム半

端唖/オオムギうどんこ病蘭の 4つ Ur)削合わせを川いた (Table1).なぶ,従求rr)感典型

とは,仲円ら (Ⅰ949)が紬告した 5附純の)1m位のことで,以 Fの通 りである.

Tilbl(1I.L3;1rl叩 /Lmlde､vsLl.;1111 COllll)Lll;Lh｡tlSLISedlnHtcsLudvoll
lJe】ahonshll)bch＼′cen川reCtlOlltyL)CandcollldlilPI-OducL10n

lnfect10nT)rpc
1 2 3 4

Mildewstrとlln 125 H14 135 119 h9 fl..
HosL* IG6 IG6 IGT JG5 ShlroLo TGIO

+LG5.tG6,1G7llndlGIO:nearlSOgentCllneS､Vhichwel~eprodllCedbySIXback-

crosslngsoFHt工S4(JMLh.),Russlnn12(JMLr.2)･Turkey290(JJdlL)anrlHann之1
906(JMlh).respectivehr.､＼･ltllShll･OtO.

O-高度U)抵抗性,地物は肉限的にはLi=全に祉全か,あるいはネクFIシスか認めL,JLる
が,蘭 糸を生 じない.

11-抵抗性.ネクロシスができ,祁い歯糸を/上す るれ 分生胞 j'はほとんど形成 :'･)tな

い.

2-かな りの抵抗性.ネクロシスができ,かJkりの幽糸と分/J一胞 fをiiiず る.

31かな りの感受性.ネクロシスかでき,&'..ii'な由糸と分生胞 [･を生ず る.

4-高度の#･受性.盟'おな蘭糸と分生胞 J'.TJly生 じ,ネクロシスを生 じない.

なお,感狼型 0は分ノE.胞 J'･を形成 しないので -̂1i険では省略 した.

オオムキfほ苓晶桃とFL,,内径5cm のポッ トに 3個体ずつ播優し,1品種につき3-4
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ポ /トを供試 したL描篠 9日後,祁 2兼か展脱 しは じめたとき, うどんこ病菌U)新鮮lL分

ノL胞-Il個をマニピュレーターで第1態の先端から20-30mm の部位には柾 し,山ちに

隔離川の枠内に入れ凹び育昭 !.にも'/こいた.接唖7u後に糞をb/Jり取 り,ス ライ ドグラスに

七 pテーフで貼 りつけ,鵬離枠内のシャーレ内のか こ挿 して附いた.抜鍾8E]後から 13EJ

後 まで毎EJ分生胸丁数を数えた.計ftUJ方法は,まず,ガラスのサンプル管のrr.に静かに胞

1･をはたき荊とし,1mC-2mEの TritonX-100の 2,000(..lL液を入れて懸濁紋とした.充

分捜杵後,マイクロt='ペ ノトを使 ってiL櫛 に 5/LCJI止り.スライrグラスに成せ,カバー

ブラスをかけTfに低倍率の漸徴銑亡分′卜胞[数を数え.そC)故をIT,とに全体の分生WLl)1･放

な狩出した.さらr･,机仇比の慮 .Y･u一社性 と曲品血机 とのじLJ射 ,･1び鵬抗性の強 さV)粁権

日射人｣抑呂Jとの囲採∴ついても朋べた.伯滋du-fl-iの凱川 上(1/2伯N'li猛×1/2如王)TEJ〕

uln/J､法によって'(TっF.i,潜伏射 り土はは種 Jてから伸花が肉眼一仁眺LJ.できるまでCr)口数

である.

'k鰍 よ3lL_･l反復 したれ ときには 5J･,山 LJ,LjkLr=ものもあ った.

3. 抵抗性遺伝子の相互作用

析抗他心k Jl･の柑 !7.(′L-ffJは, F ,仙体上に形成 された//lJ卜胞十iiで凋べた. 供試 された

･1-サム1･は 工G系統 とその F.でJbり.そJtぞ′!Lの糾合わせにつ いて正逆火経を行 ったも

a)である.眺試 F,と接郎IXj'系 の削lTわせけ Table2に′Jこすとお りである.刷物の育成▲

接種, 胞 J.採!liを, uL｢州/亡どのノj払仙札iiJと全 く同 じである. 凋/Iは接種後 11日までに形

成 さ)した伯(･数を計測 した.r)l蚊は 2-3回反fkで行 った.

1､ahlP2･Parcn=-anetlCSOrbarlL-～,1heLrFJprOKenlCSandnlHdewsLrainゝ

LlSCdlnthes【LLdyonLntCraCtLOnbbclWcenresLStanLgenes
こ=-_____こ こ _____コ ._.ll.ll.二･･.･.･..-- __二 ･･.■=_三=ニJ __.･.･..====___占 ･一･･･.･.･._･･-

MHdewstrain Ht. 日. Hl h9

1し;6** lL;6 1G7** lG8*柑

lG7 IG只 lGA IG10**

PilrenLvanCLy JG6×ST･ir

andthelrF】 STxTG6

1G7×ST

STx】G7

lG6XlG7

1G7XlG6

LG6×ST

STxIGr1

1G8XST

STXIGB

工G6×lG8

1G8×IG6

IG7XST

S′1'×【G7

lG8XST

STxIG8

1G7×lGB

lG8XlG7

lS8 ×ST

ST xtG8

1G10×ST

ST XIGLO

IG8×lGIO

IG10×IG8

+ST:ShLrOtO.

**lG6.1G7andlGIO:seelooLnoteolTこ1blLl1.

***IG8:nearlSOgenlCllneProducedbysは back-crosslngSOrGoldroLl(/JI･lLg)tvILh
ShlrOLo.

4, 濁度法による分生胞子数の計測

分1:.胞√数計dl1Jの簡易法として分光光度計をfl川け ることを一式みた･採ili.Lた分生地r

を TrilonX-100の 2,000倍溶液 10mCの中に入Jl,捜fP機で充分段杵後,2倍段階蘇釈

した分生胞-Iの懸濁液を調製 した. そ,hらの 5mcの試料を光路 1cm の セルに 入れ,

660nm で の吸光度 (OD)を分光光度計 (日立 124)でblIJ定 した.分生胞子は懸濁液中で
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速やかに沈降する傾向があるので,掛 野液はよく挽押 L (血ちにdtlj'止した.OD lJ!J.を測定

後,それぞれの試料は上々奴 1と同じ方法によって,分生胞If･数を決定 した.

実 験 結 果

1. 感染型と分生胞子形成数との関係

感染型が 1から4をホす布′f=_顔/宿主の糾L'Tわせにおいて,接柾後 10日日の既準的伯股

の状態は次のようである.感tjと型タイゾ1てほIltil'FIが,J､さく不定形で,('LJlく,また分′i_胞

丁も少な く,褐変が.;告Lい.タイプ2ではI省巌が小さく,(まは'描FTIJIAfとFLF),//Iケ_仙~j'･の

形成も明確に認められた.タイプ3で は僧職か大きく1拙 川多となり,分生胞子も多数Jr知に

されるが,多少まばらである./ITプ41-は西澱がH川鮫で和 ､痛惜型となり,大きく'.Jl%I)

上がり,分生胞子が密に形舵される, この 4タイγについて,8日臼から13l_=]二とての

閏,連日,胞子数を軒徴鏡 卜で測定し,その形成数曲線を作成 した (Fig.1),これは累tL-1t
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グラフで,例えば 9日の胞 [一助の他は接種後 8E=Jt9日E)との合計で,13日は8日から

13日までの合計で示してある.測定個体数はタイプ1では 13,タイプ2では 16,タイプ3

では 16,タイプ4では 15であり,それぞれの平均値で表わした.また,95%lE煩限界も示

した.測定した分生胞1-f敬は個体差が大きいものがあったが,その変典の度合を変災係数

(漂幣仙差/､F均値)×100で比較すると,接種後の日放が少ない#_変異が大きく.日数が

増えるに従って小さくなり,峻種 ll-13日後にほほは安定した値になった. その値はタ

イプ4では 19,タイプ3では 22,タイプ2では45であった･タイプ1では非常に変災が

大きく,13日目には 90であった. これらの数個から, タイプ4からタイプ1に向って,

すなわち鵬抗性が強 くなるほど変取の幅が人きくなることが認められた.Fig.1の結果か

ら,接戯後の口数によりも少の弟はあるものの,分J+_胸7･の形成数はタイプ1を 1とする

と,クイブ2では約 10倍, タイプ3では約 30倍, タイプ4では約60倍となる帆JT.]があ

り,分生胞子の数が親杭性を昆的に測る指既となりうることが明らかになった.タイプ4

については,Fig.1に示した IG5/h9の組令わせの外に,白 トウ/h9および IGIO/H..に

ついても調べたが,ⅠG5/h｡の場合とI-77様の胞了･形成曲線となった.

切薬による形鞘を調べると,白 トウ/汁..(タイプ4になる組'LTわせ)千,接種後 13日間

に切薬の状態で形成された分生胞/･数と生共の状態で形成された分生胞 F数の間には有意

差はなかった.このように, I'hjh式料間の胸J'･形成数に差がiluJ.めら)Lなかったが,薬わt.T.1作

状態からみて.切薬後,長時間柁いて検定することはLd･空しくないと考えら,ILた.

Table3に感染型とそれr)の潜

伏期間 および 胤rLの面机を/T{し

た.

桝伏期間とはLi/･.胞了.接機敏頗炭

が肉眼で見えはじめるまでの日数

で,タイプ1とタイプ4とでは大

体 1日以上の差があった一 しか

し,タイプ1から4まで通してみ

ると,口数が連続して変化するた

め,rlr鮎度の抵抗性はL4'.肌できな

カ､った.

TabJL･3. Relations of lnlectlOn type,

】atcntper10dandareaofthepustule

Tnleet)on
type

1

2

3

LI

4

4

MHdew
slraln

LllLent Areaof
H o h l nh..,.{ PCriod pusttlle

(duy) (nlm2,T)

lG6 125 4-6 4,3

IG6 HH ㌻4 6.1

IG7 125 314 13.7

IG5 ho 3 10.2

IG10 H一一 3 9.O

ShlrOtO ho lj lO.2

苗胤 郁 IL4,i一般に机机件が強い

ほと小さくなる蜘向があったれ タイプ3の IG7/125の悌瀞 ま薄く広がって,クイブ4

の IG5/h9のものよりも大きくなった例もみられ,幽叢のLru一桁が必ずしも紙抗性の僅度を

表わすとは限らないことが分った･

2. 抵抗性遺伝子の相互作用

捌 t性避伝 Tの相/工作用をみるため, JiLL他T･接種法によって, それぞれ興なった妖抗

性冶li;･トを持つ系統同上を交耕して'flIら)したF.における胞子形成塩を調べた･Fig･2は

IG6および ⅠG7系統とそれらの Flに菌糸 h14を単胞子披柾 Lたとき,接種後 11日間に

形成された分生胞子故を比較したもQ)である.抵抗性迫hil-をホモにもつ親系統すなわち

lG6(JMlrL2JMlr.2)および IG7(JMllJMLL)はそれぞ･さし21,000および40･000個の分
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生胞子を生産した.とこ7)が,l-lJJ迫伝丁が-テロになると,ShirotoxIG6,IG6×Shiroto

F.(JMlr12jmlr,2)の場合それぞれ約 55,000,44,000桐,ShirotoxIG7,IG7×Shiro[o

F'(JMlljmlt)a_)切 f摘',J70,000,80,000個も作ら′とし,抵抗性が 低下した.しかし, LJ.,))

おのは-テロの状態でも,それら2つの抵抗性迫伝 T-を剛寺にもつ IG6×1G7F,(JMlr.2

jmlr.2JMlljmlt)では, 分ノI=.胞了･数は約 13,000と非常に少なかった,この場 合,IG6×

IG7F.はもとの両親よりも質に力引出生になったことを示 Lでお り,抵抗性退伝了の相加

的効果が認められた.正逆交雑を行った糾合わせで,その紙県を比較すると,いずれの机

合わせにおいても5%レベJLで有意差はな く,したが-〕て母性}蛭伝の可能性はなかった.
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Fig.3.InteractJOnOfJMlr.2'lndĴ'Ilg lostraLnHい Avera那 and
standarderrorOt5-7indlVidualsELreShoⅥ′n.Noconidiunl Was

pl･OdLICCdonTG8,

Fig,3ほ IG6および IG8とそれらの F).'こ摺系 H.を聴牌丁接和して得た粁巣である.

IG6(JMlr.lZJMlr12)は Hlに対してかな りの抵抗性を示 し,分生胞子数は 6,400桐であ

った.また,IG8(JMlgJMlt,I,)は非伸 二鵬抗性で,幽掛 よ発遁せず分生胞子も全 く肋 戊さ

れなかった.しかし,-テロになると.ShirotoxIG6,IG6×ShirotoFl(JMlr12jmlr,2)

は約35.000†軌 ShirotoxIG8,IG8×ShlrOtOFl(JMlgjmlg)も25,000個以上の分生胞了の

形成を許すまでに抵抗性が低下した.抵抗性)'fi伝了を -テロで持つ IG6×IG8F.(JMlr12

jmlr.2JMlgjmlg)ては 6,400仰の分｣二胞丁数とな r),Flg.2の場合と過って両糊よりも
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抵抗性にはならなかったが,JMlr.2jmlr,2および JMlg1-mLgよりは明らかに拭抗性が

強 く,抵抗性泊伝 ｣'-の相加的効果は確かであった.この実鰍 こおいても,正道交鰍 こよる

追いはrLEく母作 1'&伝の可稚性はなかった.上記の試畝の外に,Table2に示したように,

IG7,IG8およびそれらの F.とLI'b-系 H Lや IG8,IGIOおよびそれ らの Flと菌糸 h9の

削介わせについても調べたが, 上記の場合と同様の結果が得られた.例えば,親の IG7

(JMltJMll)では約38,000僻の分生胞十が形成されたが, ShirotoxIG7Flにおいて

)Mlljmllと-テロになると更に粥抗性が弱くなり,約82,000個もの分生胞子を形成し,

むしろ掛 丙性に近づいた. このように,JMliは-テロでは H .に対して抵抗性はあまり

動 くなかったが,JMlgjmlgといっしょになると非常に抵抗性となった.すなわち ⅠG7

×IG8F.(JMlljmliJMlgjmlg)ではB,duo-5,100桐の分生個T･しか 形J戊されず, n)1

らかに川加的効果が認められた.

3. 濁度による分生胞子数の計測

分′ヒ胞丁数の計測を頂即糾ヒするために,分光光度71を用いて胞 戸掛 野液の濁度から胞∫-
数を郡山する-))一法を試みた.211r'J'投附茄釈した胸｣′･懸濁液の660nm における0工)桐と,

そiLぞ]Lの試1.'Tlの分JE伯/数との馳係から椀fk緑を作成した.Fig.4は 5mCの懸濁液の

喝 rTの検,r正線である机 OD値と分ノヒ地(･数とのl伽こ高い仰凶(r-0.9989)があり,折線

とたった.里取は 41日収復Lたが, い TI,tLpL同じ紬さの直線がf-11られ 再現性が高かっ
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た･この^法は比較的批濃度o)胞T一畝 (25,UUO個/5m[)でも測定PlfJtであったれ 胞 (I

致があまり少rJ:し､場合は,OD値が低 くなり,誤差が大きくなると思われる.

以上の結果から,抵抗性遺伝 ∫･には,その種袖により差はあるが相互作用があり,相加

的効果として故抗性が増大することを分生胸 /一形状数で丑的に表わすことができた,

考 察

オオムギうどんこ病曲に)｣す る狐iJIL他を]JL的に..･日tullする-))一法として,分ノ目地j'形成放 u)

比較を行った.Mortensen& Green(1978)′r'-よび Jones(1978)はそttぞ37_サビ病と

うどんこ病につい ⊂,抵抗性の比較にJ紗ljl≠成ム上を利川しており,翫抗性の戯いもo)ほど

胞了形成丘が少ないことを報告Lている.筆者らも*オム半のうどんこ病で従来から広 く

用いられている感染型とそオLらの分1胞 J'･形成数との馳榛をLy｣らかにすることにより,分

生胞子形成数を抵抗性の粒度を/示す逃準としようと試みた.は唖分生胸1-濃度U_)W轡を除

くため,単胞子接唖法を用いた.Ar映材料が少ないため,建地製タイプ1- 4まてのテ-

タが 1組しか得られなかったので,基準を作るまでにはいたらなかったが,感染型 1- 4

の間に接種後 8LI]Ejで,すでに分生胞丁形成数に有意差//Lあ り,感染型と分生胞 Jl形成敬

との間に密接なEN係があることが(.lJ]ちかになった.

分生胞子形J戊数は, ほ種後早い時期r_は変災か人きいか, い t=tLu)糾合わせに rQlL､て

ち,11日日には安定した.

リ15和二は,操作を容易に1るため,接塊柴を8L=JにL/JりJflって水に挿Lて..37.]べたれ

長期間切糞にしてFLく彫甲を少な くするため, 分生胞+敬の測定には接鹿後 llu臼の L,

のを供試するのが良いと,lil.われた.

Shaner(1973)は コムギのうどんこ病において.i;'31;I.2痢fIfと分｣二胞 √錬o)'dl如五紙ij'L

性 の程度を正確に表わしてJ.Q.r). それらは分iLi胞(･堤で確かめられることを,-J'tLた. ま

た,菌逝面hlfと分生鞄(･教とのfHLliこ拙1甥があることも明らかにした.筆者らも前述のよう

に分生胸手数で抵抗性を評価できることを,i(し,また,分生胞-(･数とLB,Tz面的とのJl_順 を

みると,IG7/125以外のすべての鮎合わせにおいて凡例 があ り,Shanerの,糸uk児と一致し

た.しかし,タイプ3の IG7/125の胤Tlか タイ74の場合より大きくたったことから,こ

の関係がすべてにあてはま7Jものではないと考えlっ,hた.

うどんこ病の潜伏期間を比峠したところ,タイ714とタイプ1とU)IT'.=こ1Hの川J仁./Jl/亡
弟かあったが,これは Jones(1978)がエソ/くクLT)うどんこ病幽て得た知見と一致して,tQ-

り,抵抗性と桝伏欄間との間に関係かあると考えら.fした. また,Johnson& Wilcoxson

(1978)は*オムギの小さび柄頂にわいて,潜似 gJ問および夏胞 j'と払拭性の那度とC'lr1月

には,高い負の柑凶があったことを扱f..-1した.したがって.メ7iムギのうどんこ病淋 こお

いても筒股の大きさ,胞子形成tIl二および潜伏･期r抑二蔚ロすれば抵抗作の程度をLi的に表わ

すことができるものと考えられる.

誰老らは抵抗性のiii的.利 和の新方法として朝地丁搾唖法を批繋Lたれ そuo父川として

也抗性退伝 7-の相互作17]につ いて.凋べた. 抵抗性品鰍 t椎病粗 描柾と交碓すると, その

Flは抵抗性が低下するが,抵抗性品矧 ･.'j上を交維した Flは両親 よりも敬い抵抗性を小

すことを Hiura(1960)は稚岱している. 2つの抵抗性退伝-'j'･が対立でないときは,.卜位

61巻 (1986) 89



性のため払い力の遺伝 f-a)('川jが現れるはずであるが,こ の場合,どちらでも/よくさ()に

抵抗性が強 くなるというもりである.しかし,ur占鹿によって退転的背巌が炎なるため,相

TL作用に参加した迎伝 (-は必ず しも主働遇伝 f-だけとは限らない.そこで筆者らは.目的

の1=.働迎広子以外の彫鞘をてきるだけ除去するため,抵抗性品柾を白 トウに 6LL,]J)iL交雑

した nearisogenicILneを川 い,単I針チ接穂法によって抵抗性退伝 j′･の･1-n封 乍用を調べ

た.その結果.試験した 4組のいずれに二TILいて も抵抗性遺伝イーの相加l的効g与がはっきり現

れた.仁jトウと交雑したF,て抵抗性遺伝了が-テロになると,すべての場合,抵抗性/JJl

低 卜した.そU)lLn ./i:分生胞f･の増加で化幌すると,JMlr12 は牌系 H..に吋しては約 2

倍にrrcったにすぎFLEかったれ H.に刃Lて約 551LLにJIY.'えた.また,JMlgか ホモU)場

;-T,菌糸 H.および h｡(il.胞J'を形成したかった仇 JMlgか-テロになると H.Li25,000

個,h9ほ6,000個の胞イLyJr3成し, 両菌糸u)問 仁大き/LLYr.L/Jlみ吊 tた.このようにIi71じ机

抗性遺k･(･ご吊 日宇の曲射 ニ1ってその作川が変わることJ,L江川すべきことである.Fig.

2において,JMlr.2 および JMlti山 LLJ方が同時に揃 うと非常に抵抗性′!/}増し,l｡tll親 より

もさらに鮎1JlL.性になった.こ)LC上JMlr,2 と JMlt;日伝 /･ほ そかぞれが ホモの状掛 二あ

るより,おG')おo')紘-テロでも2つALlT)っきったときの方が択抗性が強 くtFLる抵抗性遺伝

子で.ちることをか唆している.他の 3釦では/挽同上交雑した Flはもとの親より抵抗性が

強 くなることはなかった.こノ心注そ′ILそれのIJa伝召よ.ホモになったとき,高度な抵拙ノヒ

を発仰できる出帆仇追kJ′なのであ}:)ラ.なお,この場合で もそれぞ.～lれ-テ ロの状態 よ

りほはるかに択iJrt性,'Jt,強 くなっているので,択抗牡,-2i云/の相加的効果が現jLていること

は帖 '-)かである.以 仁のように,抵抗性に悶L,,遺伝上虻の彩管軌 道li;･了-の仙互作)~Hによ

る相加的効果,楕王と菌糸の親吊 っせi･こよる優性の変化などは.1-iJL胞-†･抜Bf,庭 によってIrJ.I的
にJr,lahJできることが明らかにな.･'た.

また.分生胞子懸濁液(/)鴨JE.を分光尤l臥十〔冊 定すると,OD他と胞J'敬とに直線的園

榛が得らALた.したがって,分光光Jji:計を使えは多くu_7試料を蝕 射呂Ilで言刷Jできることか

ら,将来非常に利用価値がJ1..A.いとJLl､われる,しかし,タイプ1や タイプ2のように,形成

される胞子数が少ない場合u,1菌叢だけでは止椎には榔むできない0)で,い くつかの幽

澱を集め るか,あるいuJ粒FをJl)-に接純できる他の方法を考案する必要がある.

摘 要

宿主一病原菌の親和粗 壁:は最終的には摘原l'Ll'がそ())宿工上でどれむaj分/L胞Tを作り目

たかに反映 されると考 え, こil伯 (-から州発 した傭澱に形成 される分生胞子数の比較によ

り,抵抗性を鮎的Iに表わすことを試 7yLた. 従来tn'1憧 法で, 感染型タイプ1,2,3,4と

決定されているうどんこ病甜/7rオム中の鮎〔Tわせを用いて, 一冊 飢′接種を行い, 接亜後

8-13日までに形成された分生胞子数を言刷ル た.タイ711の胞子数を 1とすると,タイ

プ2は約 10,タイプ3ほ約 30,タイプ4は約60となる帆IJlがあ り,蝉胞子接敏後 11円L-]

に形成された分iL胞 †一数を測定すると,砥抗性を匙的に評価で きることが 明らかになっ

た.そこで,この方法を用いて,底抗比遺伝了の和互作用を調べた.すなわち,そ)･tぞれ

光なった抵抗性泊伝=Iをもった 2つ 0)71-jrム11-'の nearisogenicllneを相互に真新 し,

その Flに うどんこ病菌のifllrEg十を接種し,形成さ′れた分生鞄子数から抵抗性迎伝 fの相
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1/-L('J･川別 使定 LL RLlSSlan12の揖抗1!l迅 (i;(jMlr12を ,しっ IG6と Turkey290L'J

捌 搬 出伝ll･]A41gを もつ IG7とそU)Flの幽系 H..に刈する反応は.JMl,12JMl,,2お

よび JMliJMllはそ九そ,tL21･000お よび 40,000働U)分牛JFW を生産 したが,へ テ 叫二

なると JMlr12jmLr12の断 丁約 妬 000-55,000,JMlljml∠の場合 70,000-80,000個 も

形成 し･揖抗性が低l､LL ところれ そiLそjtは-テ ロで も2つの退伝十村 前うと,す

/i,bら JMlr12jml･2JMIEjmltとなると,分Jlニ胞 /劇 エ11,000-13,000珊 とな り非常に

少な くなった･こ′山 よもとのl,欄 より抵抗性になっ･r=ことを小 し,抵抗性迎伝 1-lu)相加的

効粧 ､醐 している･こ硯,11侶 っせI,).外に,択杭性j立伝[-t胤系の釦 (Tわせの追 う3つの刃
柚こつい 亡刷 様なrJj駈LH rっt=･ そ棚 耽 .mrr･日.朗 ELた F.ILそjLそ.=カ湖 軌で-

テロの1差招 よりIy]b仙 二択NL性抑 圧.机甘L性 魁伝 ｣̀･の帖 I'作用に よる11伽 的効光が認め

LI-,hた･ 二･hC)のt,'戊 から,分′冊裾 肋 '粗 相 tiJL他の血的.出1円苗 法とLて利用で きるこ

とが明らかにな った.

分生他/･数の計榔 二分光光度計を川 いて,胞J一懸濁液の濁度を測定す ると,OD情 と胞

F数との間で直線の検in-線が得ら′いた. こU)ことから分光光度計を利mす ると,胞 -jl･数の

計州が非常に容易になることが分 った,
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QuantitativeEvaluationofResistancetoPowdery

MiJdewinBarley

ChlyOLChlNoDA andUn｣LHIURA

Summ8ry

ThedegreeofconlPこ1Llb)llLybeh､′ecLnthetlOSt;llldlJar̀lSllesCL'mstOl)el'tllぐし1L)A.

Rnally.to[llenumb(･rorconIdlaProducedollahos〔pl乙1nLt)＼′1Lsp⊂llLHILL､･′1､hCnllLnhLllS

orconldlaPl10ducLIdonthePllSLu)es､vhichstartedfl一(川lSJnglespores､､･(､L-CCOnll)ared

lo lndlCate thedegreesofresISr.nCequanLLLこILnYeLIy, lLOL】rド)0､VdLIL-y mLldtlW/bal●lp)r

comblnations,＼vhichusLl,lHy(･人P1-eSSedln｢eCL10nLypes7,2,3nlld4.WereusL､d｢ol~this

test.Eachbar)eyvvasinoculatedWlthasingleconLdlu】iLnodthecomdlLlPrOduced只Il:i

daysaftel~lnOCUlatiollWereCOLIntLld.Asar･.su】〔,type2.3alld4pl~Oducedaboutl0,

30and60tlmeSlargernumbersoTconldlarespectivelythantypeIandatotalnunlber

forlldaysafLerthestnglespore LnOCuLa〔ion lVaS 111tldecl(､こirtObeavaUablcto

evaluateItsreSISlancequantltatlVely.

Thismethodwasapplled Locheck the interactio)i0fl'eSIStantgenesWithLlle

nearisogeniclines(lG)ofbarleys.JG6hasal~eSIStalltgeneJMlr12from RLlさ,SILtn ll)

andIG7hEISJMltFrom Turkey290.WhenIG6.IG7andthelrF)W(､L.eInoculated11′1Lh

thestrainH",21,000and40,000ConldlaWerePIOduced＼V-LhJMLγ12/Mlr.2andjMIL

JMllrespechVely,while44,000-55,000u11し170.000-LqO.000were prodLlCedWILh/Jl/Ilr12

1mlr.2andJMlllmllrespecflVe】y.Hou,evel･,､Vhenbothh｡terogenes､velrL)gaLhL･ledln
onehost,producedconldlaWeT.elI.000-13000,whLCLIShowedthe1(LSIStaIICe､＼･こJ IlluCh

lnCreaSed･Threeothercomb】natLOnSWereteSLed u′1Lh thesame ､vay alldsllTllLar

resultswer【､gained･Therefore,1日vascleartllatl.eSIStantgeneshadsomelnteTaCtlOtl
toincreasetheirresistanceandconldi(lp1-Oduct10n rL-Om aSing一econLdlulTlW as avail-
ableasamethodofquantLlativeevaluatiollO｢1･eSLStaIICe.

FurlhernlOre,measurementOfturbidltyOfconidiasusl)t3nSIOnSWlthspecLr(川llOL0-
meterseemedlobeLISefuLfordeter=1111ationoFconldlanumbel･.
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